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した。対象者男性 12名、女性 54名、合計 66名(平均年齢 46.Oi= 10.5)に、実験群(ニオ
イ有り)と統制群(ニオイなし)を設定し比較をおこなった。使用したニオイにはラベン







In order to clari命therelationship between the degree of preference for aromas and 
their relaxation effects， we tested the hypothesis that relaxation effects of aromas are 
higher in individuals who smell an aroma they prefer compared to those who do not. A 
total of 66 individuals participated in this study (men， 12; women， 54; lllean age土SD，
46.0土10.5years). Participants were divided into a test group (with aromas) and a 
control group (without arolllas). Aromas used in the test group were froll essential oils 
of lavender， bergamot， and cypress. The hypothesis was tested using the short forll of 
the Profile ofMood States questionnaire.明1efound no difference in 1'elaxation effects by 
a1'oma 01' deg1'ee of preference fo1' a1'Olllas; thus， ou1' hypothesis was not suppo1'ted. 
However， we found that the deg1'ee ofp1'eference fo1' some a1'omas affected lllood， while 
other a1'Olllas affected lllood 1'egardless ofthe degree ofpreference. 









































































満 18名、 40歳代 24名、 50歳以上23名、未
記入 l名。
3.調査期間と研究施設
平成 23年 10月 22日23日K大学






































































































































































































づき:竺 嫌い Eちらでもない 好き 戸大
変わらな どちらでも 変わっ l
b、 ない た
なし 16.7 66.7 16.7 なし 50.0 50.0 。
ラベンダー 28.0 32.0 40.0 ラベンダー 8.0 40.0 52.0 
サイプレス 15.8 21.1 63.2 サイプレス 10.5 42.1 47.4 









すーこし蒋;:ち茸膏し、完二 眠くなった ( 3 入回答〉




気持ちが落ち着いた J 入 眠気に腎昏われた認証された









ゆった日ラり主ととタ落Jろち…し若たニし、た気持ちになり、 旬 J、 り l変+わ.J::っ淳、芝た?よ う な 気 が す る 雫幸り 6こ宅亘言ミオ1レ自匂 ~、】で
変
気分が事事ち着き緊張がほぐれた 分よ いい気分になった
イ乞 1 2 ~、
工 落ち車置し、た 」、雪託 気分がよくなった
3 J、。 覇軍ち着いた 頭の湯乱がおさ まった 日 ロラ y クニえできた (3人回答〉
之と
ラ
I~ク分ス間寸?香きたりに集中していたので、 ロ"7')1'落ち着いた気持ちになった y 
タ
落ち着いた気分ななった ヱλ リラ y ク旦になった様である
訴畢 入総売lで使用したことがある香りだった
1 始めより、，B耗になった且襲じがする 6 ので、 D ラァタスできた すっきりした
J、 J、 ような気がする




















































































































































落ち込みJ(F [1/64) =4.43，pく.05) I怒り一
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